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日
本
学
術
会
議
だ
よ
り
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平
成
元
年
五
月

日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

〈

V

日
本
学
術
会
議
第
一

O
七
回
総
会
報
告

第一

O
七
回
総
会
の
主
な
議
事
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）

第
二
日
（
四
月
二

O
日
）
の
午
前
。
前
日
提
案
さ

れ
た
案
件
の
審
議
採
決
が
順
次
行
わ
れ
た
。
（
中

略
）
続
い
て
、
「
ア
ジ
ア
社
会
科
学
研
究
協
議
会

連
盟
（
krkrωω
同
盟
U

）
へ
の
加
入
に
つ
い
て
」
が

採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
平
成
元
年
度
予
算
に
お

い
て
、
当
該
団
体
へ
の
分
担
金
の
支
出
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
団
体
へ
の
本
会
議
の
加

入
を
総
会
と
し
て
議
決
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
下

略）八
〉
大
学
等
に
お
け
る
学
術
研
究
の
推
進
に
つ
い
て

｜
研
究
設
備
の
高
度
化
に
関
す
る
緊
急
提
言
｜

（
勧
告
）
〔
要
旨
〕

大
学
等
を
中
心
と
す
る
学
術
研
究
の
財
政
基
盤

の
現
状
は
、
甚
だ
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
お
か
れ
て

お
り
、
こ
の
事
態
を
見
過
ご
し
て
は
悔
い
を
後
世

に
残
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
期
的
観

点
に
立
っ
て
、
特
に
基
礎
研
究
を
育
成
し
、
人
類

の
知
的
共
有
財
産
で
あ
る
科
学
・
技
術
の
発
展
に

積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
経
済
大
国
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
我
が
国
の
当
然
の
責
務
で
あ

り
、
今
こ
そ
、
こ
の
責
務
を
果
た
す
べ
き
時
で
あ

る。
日
本
学
術
会
議
で
は
、
昭
和
六
二
年
四
月
に

「
大
学
等
に
お
け
る
学
術
予
算
の
増
額
に
つ
い
て
」

の
要
望
書
を
政
府
に
提
出
し
た
。
大
学
等
に
お
け

る
学
術
研
究
予
算
を
一
般
の
予
算
要
求
基
準
の
別

枠
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

特
に
、
早
急
な
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

諸
点
の
中
で
、
今
回
、
緊
急
に
次
の
措
置
を
取
る

よ
う
勧
告
す
る
。

我
が
国
の
研
究
経
費
に
お
い
て
、
国
費
の
負
担

割
合
を
引
き
上
げ
つ
つ
、
基
礎
研
究
を
重
視
し
て

こ
れ
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
国
立
学
校
特
別
会

計
予
算
、
私
大
助
成
及
び
公
立
大
学
補
助
の
各
予

算
に
つ
い
て
格
段
の
増
額
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
際
、
特
に
研
究
設
備
の
整
備
充
実
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。
（
下
略
）

訂

正

本
誌
第
七
二
巻
第
四
号
の
欧
文
レ
ジ
ュ
メ
中
に

誤
植
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
著
者
な
ら
び
に
会
員
各

位
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
謹

ん
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

正
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民同
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ロロ
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編

集

後

記

九
月
に
入
っ
た
と
は
い
え
、
な
お
蒸
し
暑
い
こ

の
頃
で
す
が
、
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
七
二
巻
五
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
五
号
は
難
産
で
、
三
回
も
編
集
会
議
を

行
っ
た
も
の
で
す
が
、
今
年
は
ま
ず
ま
ず
の
余
裕

で
編
集
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
会
員

各
位
の
力
作
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
雅
）
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